
滋賀県立高島高等学校藤陰会 東京支部会則
　　　　　
第1章   総則

（名称）

第1条 本会は、滋賀県立高島高等学校藤陰会東京支部と称する。
第2章 　目的及び活動　　　
（目的）

第2条 本会は、関東およびその周辺地域に在住、在勤する会員相互の親睦向上をはかり、あわせて母校の発展に寄与することを目的とする。

（事務局）

第3条 本会事務局は、事務局長宅に置く。

（機関）

第4条 本会は、第2条の目的を達成するため、次の機関を設置する。

(1) 総会
(2) 常任幹事会
（活動）

第5条 本会は、第2条の目的を達成するため、次の活動を行う。

(1)総会の開催
(2)常任幹事会の開催

(3)会報「ちくぶ」の発行および広報
(4)各種親睦会（同好会）の運営

(5)その他本会の目的を達成する為に、常任幹事会が必要と判断する活動
第3章 　会員

（資格）
第6条 本会の会員は、滋賀県立高島高等学校藤陰会会則に定められた者の
うち、関東およびその周辺地域に在住、在勤する者を対象とする。
（入会）
第7条　第6条で規定する対象者で、この会の趣旨に賛同し過去将来を問わず年会費を納入した者が会員とみなされる。
（会費）

第8条　会員は、第５条に規定する活動遂行の為、総会にて別途定める年会費を納入する。また会員が本会活動に参加した場合、必要に応じて臨時に会費が必要となる場合もある。
第4章 　役員

（種別及び定数）

第9条
 本会に次の役員を置く。

(1) 会長
１人
(2) 副会長
若干名

(3) 常任幹事
若干名

(4) 監事
２人

（選任等）
第10 条 会長、副会長、常任幹事、監事は、常任幹事会の選任により、総会　　　にて承認する。
2 監事は、会長、副会長、常任幹事を兼ねることはできない。
（職務等）
第11条  会長は、本会を代表しその活動を統括する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時又は会長が欠けた時は予め常任幹事会が指名した順位によって、その職務を代行する。
3 常任幹事は、会長、副会長と共に常任幹事会を構成し、本会則の定め及び　　総会の議決に基づき、本会の活動を執行する。
4 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1) 会長、副会長、常任幹事の職務執行状況を監査すること。

(2) 本会の資産の状況を監査すること。

(3) 前２号の規定による監査の結果、本会の活動及び財産に関し不正の行為又は会則に違反する重大な事実があることを発見した場合、是正に向け必要な対策を速やかに講じること。
(4) 監事は、前 (1)～(3) 号に規定される職務を全うする為、常任幹事会及びその他重要会議に出席して意見を述べる事とする。

（欠員補充等）
第12条  第９条に定める役員に欠員が生じた場合、または新たに補充が必要となった場合については、常任幹事会にて一旦承認し、次回総会にて追認をすることとする。
（任期等）
第13条  役員の任期は２年とし、再任を妨げない。
2 補欠の為、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期間とする。

（報酬等）
第14条  役員は、無報酬とする。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3 前項に関し必要な事項は、総会での事業年度計画及び収支計画の議決を得て、常任幹事会が日々の活動の中で必要経費としてこれを承認する。

第5章 　総会
（種別）
第15条  本会の総会は定期総会と臨時総会の２種とする。

（構成）
第16条  総会は、本会則に定める役員と会員有志により構成する。
（機能）

第17条  総会は、以下の事項について議決する。

(1) 会則の変更

(2) 解散、合併等

(3) 過年度事業報告および収支決算の承認（年次）
(4) 新年度事業計画および収支計画の承認（年次）
(5) 会長、副会長、常任幹事、監事の選任
(6) 欠員補充役員、新規補充役員等の追認
(7) その他運営に関する重要事項

（開催）
第18条  定期総会は、毎年１回、３月の土曜日又は日曜日とする。

2 臨時総会は、常任幹事会が必要と認めた時開催する。

（招集）
第19条  総会は、常任幹事会での承認を得て会長が招集する。

（議長）
第20条  総会の議長は、常任幹事会での承認を得て会長が務める。
（議決）
第21条  総会における議決事項は、出席した会員の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は議長の決するところとなる。但し、会則の変更については、出席した会員の2/3以上の同意を必要とする。
（議事録）

第22条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成し、常任  幹事会で承認する。

(1) 日時及び場所
(2) 出席会員数
(3) 審議事項
(4) 議決の経過及び結果
第6章 　常任幹事会
（構成）

第23条  常任幹事会は、会長、副会長、および常任幹事をもって構成する。

2  常任幹事会は、常任幹事より事務局長と会計を、また必要に応じてその他の責任者を選任し、活動の速やかな展開を担保する。
3  常任幹事会は、前2項に加え、本会運営の為、必要に応じて次の役員を選任することができる。その選出方法、任期等は常任幹事会に一任する。

(1) 顧問を選任し本会活動への助言を得ることができる。
(2) 会員の中から卒年幹事を選出し、活動への支援を仰ぐことができる。
(3) 下部組織として各種委員会を設けることができ、委員を任命できる。

（機能）

第24条  常任幹事会は、以下の事項について議決する。

(1) 総会の開催に関する一切の事項､又総会に付議すべき事項
(2) 副会長の順位決定
(3) 役員の欠員補充等

(4) 第23条第2項、第3項の選任

(5) 活動報告および収支報告の概要（原則、月次）
(6) 活動計画および収支計画の概要（原則、月次）
(7) その他運営に関する重要事項
(8) その他本会活動に関係する情報交換等（本項のみ報告事項）
（開催）
第25条  常任幹事会は、原則毎月１回の開催とし、開催頻度の最終判断は招集者である会長に一任する。
第7章 資産及び会計
（資産）

第26条  本会の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。
(1) 年会費及び臨時徴収会費

(2) 寄付等
(3) 資産から生じる収入

(4) その他の収入

（資産の管理）

第27条  本会の資産は、常任幹事会で承認を得た方法にて会長が管理する。

（会計）

第28条  本会の会計年度は、毎年1月1日から12月31日とする。

（財政）

第29条  本会の財政は、年会費としての2000円/人及び臨時徴収会費、寄付金等をもって運営する。

（事業報告及び決算）

第30条  本会の事業報告書、収支計算書等の決算に関する書類は、毎年事業　年度終了後、会長が速やかに作成し、監事の監査を受け、総会での議決を経る必要がある。

第8章 会則の変更等
（会則の変更）

第31条   本会則の変更を必要とする時は、総会の議決をもって決定する。
附則
1 会則の変更経緯
昭和59年4月  制定

       平成13年2月  改定

　　　
平成24年3月　改定

平成25年3月　改定 
2 事務局所在地：
事務局長宅
1

